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うした中、日本経済再生本部（2016）が発表した「日本再興戦略改訂 2016」では、留学

































2.1 1980 年代から 1990 年代：留学生受入れ 10 万人計画にみる「母国就職」志向 



























































pp. 5-6）によれば、1990 年代には総人口における生産年齢（15 歳以上 64 歳未満）人口




















2.3 2000 年代後半以降：アジア人財資金構想をはじめとする「日本就職」促進施策 






































生数は 5 年連続で年間 1 万人を超え、右肩上がりに伸びている（法務省入国管理局 2017、






































































































































































リア教育との違いを述べた。両者の違いを端的にまとめたものが次の表 1 である。 
 
表 1 職業指導とキャリア教育との違い 
 職業指導 キャリア教育 




キャリア観 ワーク・キャリア（企業が保障） ライフ・キャリア（個人が主体的に形成） 
キャリア理論 Parsons の職業選択理論 Super のキャリア発達理論 
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